
北
九
州
歴
史
文
化
遺
産
　
第
五
十
三
回

香
春
と
キ
リ
シ
タ
ン

北
九
州
市
に
隣
接
す
る
田
川
郡
香
春
町
。
か

つ
て
大
宰
府
と
奈
良
等
を
結
ぶ
街
道
の
宿
駅
と

し
て
、
か
つ
鉱
山
で
栄
え
た
。
中
近
世
は
ま
た

細
川
一
族
が
統
べ
る
小
倉
藩
と
の
関
わ
り
か
ら
、

キ
リ
シ
タ
ン
の
色
濃
い
特
異
な
街
と
化
し
、
歴
史

に
名
を
残
し
た
。
そ
の
歴
史
、
文
化
の
一
端
、
人

の
歩
み
を
見
る
。

１
５
８
６
年
（
天
正
14
年
）、
九
州
平
定
を

目
論
む
豊
臣
秀
吉
の
命
を
受
け
た
軍
監
黒
田
官

兵
衛
が
小
倉
城
を
は
じ
め
香
春
岳
城
（
当
時
の

城
主
・
高
橋
元
種
）
な
ど
豊
前
の
主
要
諸
城
を

攻
め
落
と
し
、
翌
年
、
秀
吉
が
小
倉
城
に
着
い

て
毛
利
（
旧
姓
・
森
）
勝
信
を
城
主
に
し
、
企
救
、

田
川
の
２
郡
を
与
え
た
。
黒
田
官
兵
衛
、
毛
利

勝
信
と
も
に
キ
リ
シ
タ
ン
擁
護
者
。
こ
れ
を
機
に
、

小
倉
、
そ
の
周
辺
に
キ
リ
シ
タ
ン
の
勢
い
、
波
が

広
が
っ
て
い
っ
た
。

細
川
一
族
　
小
倉
藩
へ
。 

香
春
に
も
新
し
い
時
代
到
来

そ
こ
に
は
１
５
９
０
年
（
天
文
18
年
）
11
月
、

天
正
少
年
遣
欧
使
節
を
率
い
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
イ
エ
ズ
ス
会
巡
察

師
ヴ
ァ
リ
二
ャ
ー
ノ

が
、
ロ
ー
マ
か
ら
長

崎
に
帰
国
し
た
少
年

使
節
を
秀
吉
に
謁

見
さ
せ
る
た
め
大
阪

に
向
か
う
途
次
、
香

春
に
投
宿
。
１
６
０

０
年
（
慶
長
６
年
）

に
は
、
関
ケ
原
の
戦

い
で
徳
川
方
に
付
い

た
細
川
忠
興
が
豊
前
39
万
９
０
０
０
石
領
主
に

任
ぜ
ら
れ
て
丹
後
・
宮
津
か
ら
中
津
城
に
、
合

わ
せ
て
弟
・
孝
之
が
豊
前
領
内
の
香
春
岳
城
に

入
り
、
香
春
に
細
川
時
代
が
始
ま
っ
た
。

こ
の
戦
い
直
前
の
7
月
、
忠
興
の
妻
ガ
ラ
シ
ヤ

が
大
阪
・
玉
造
の
屋
敷
で
石
田
三
成
勢
に
攻
め

ら
れ
て
殉
教
、
忠
興
は
そ
の
後
入
っ
た
中
津
で

盛
大
な
追
悼
ミ
サ
を
催
し
た
。翌
年
小
倉
に
移
り
、

こ
こ
で
も
妻
ガ
ラ
シ
ヤ
を
導
い
て
い
た
イ
エ
ズ
ス

会
宣
教
師
セ
ス
ぺ
デ
ス
を
呼
び
寄
せ
る
な
ど
キ
リ

シ
タ
ン
を
擁
護
し
て
い
た
。だ
が
１
６
１
１
年（
慶

長
17
年
）
の
セ
ス
ぺ
デ
ス
死
去
に
よ
り
忠
興
の
態

度
は
一
変
、
宣
教
師
追
放
な
ど
の
措
置
を
始
め
た
。

こ
の
時
期
、
徳
川
幕
府
が
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
を

打
ち
出
し
た
こ
と
か
ら
細
川
家
存
続
を
最
重
視

し
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
抵
抗
す
る
家

臣
も
多
く
い
た
。
忠
興
が
信
頼
を
置
い
て
い
た
加

賀
山
隼
人
も
棄
教
を
拒
み
、
家
老
職
を
解
か
れ

た
。
や
が
て
１
６
１
９
年
に
殉
教
。
そ
の
地
に
つ

い
て
は
小
倉
の
日
明
の
丘
だ
っ
た
と
の
説
が
あ
る
。

家
老
職
解
任
後
の
隼
人
や
家
族
が
蟄
居
し
て
い

た
の
は
香
春
で
隼
人
殉
教
後
の
残
さ
れ
た
家
族
、

家
臣
ら
の
信
仰
は
黙
認
さ
れ
た
。

香
春
に
は
ま
た
、
ガ
ラ
シ
ヤ
殉
教
の
時
、
彼

女
を
介
錯
し
て
自
ら
も
切
腹
し
た
小
笠
原
小
斎

の
三
男
玄
也
一
家
も
、
細
川
藩
の
肥
後
・
熊
本

移
封
ま
で
住
ま
っ
て
い
た
。
一
族
も
キ
リ
シ
タ
ン

で
や
が
て
熊
本
で
一
家
15
人
殉
教
の
悲
劇
に
遭
う
。

１
６
１
５
年
の
大
坂
夏
の
陣
で
は
忠
興
と
三

男
・
忠
利
は
徳
川
方
、
次
男
・
興
秋
は
豊
臣
方

に
付
い
た
。
勝
敗
が
ど
ち
ら
に
転
ん
で
も
細
川

家
が
存
続
で
き
る
よ
う
考
え
た
忠
興
に
よ
る
配

置
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
結
果
は
豊
臣
方
敗
北

で
興
秋
は
切
腹
し
て
果
て
る
と
い
う
事
態
に
。
だ

が
実
は
、
興
秋
は
忠
興
の
計
ら
い
で
香
春
町
採

銅
所
に
あ
る
不
可
思
議
寺
（
現
・
不
可
思
議
山

明
善
寺
）
に
送
ら
れ
、
住
職
に
就
い
た
と
み
ら

れ
る
。
興
秋
は
こ
こ
で
宗
順
と
号
し
、
忠
興
か

ら
藩
主
を
継
い
だ
忠
利
が
１
６
３
２
年
（
寛
永

9
年
）
12
月
に
肥
後
・
熊
本
へ
移
封
に
な
る
ま

で
18
年
間
、
隠
棲
し
た
。
興
秋
は
熊
本
か
ら
更

に
３
年
後
、
天
草
に
移
り
、
同
所
で
57
年
の
生

涯
を
終
え
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
近
年
の
研
究
で
詳
細
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
忠
興
の
後
継
藩
主
に
な
っ

た
忠
利
か
ら
兄
・
興
秋
へ
の
１
６
２
１
年
5
月

21
日
付
け
書
状
が
あ
り
、
不
可
思
議
寺
に
匿
わ

れ
厳
重
に
監
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
も
の

だ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
興
秋
は
忠
興
、
ガ
ラ
シ
ヤ

夫
婦
の
次
男
で
４
歳
時
、
ガ
ラ
シ
ヤ
か
ら
洗
礼

を
受
け
た
。
洗
礼
名
ジ
ョ
ア
ン
。
成
長
し
て
関
ケ

原
の
戦
い
な
ど
で
功
績
を
挙
げ
て
い
た
と
い
う
。

香
春
に
は
忠
興
を
継
い
だ
忠
利
の
時
代
、
少
年

遣
欧
使
節
だ
っ
た
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
も
潜
伏
し
て

信
者
を
慰
め
励
ま
し
て
い
た
。
ま
た
忠
利
も
そ

れ
を
容
認
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
忠
利
も
幼

年
時
、
ガ
ラ
シ
ヤ
か
ら
洗
礼
を
授
か
っ
て
い
た
と

の
説
も
あ
る
。

香
春
で
新
銭
が
鋳
造
さ
れ
て
い
た
　

幕
府
に
先
立
つ
開
発

香
春
で
は
こ
れ
よ
り
約
９
０
０
年
遡
る
奈
良

時
代
か
ら
銅
採
掘
が
行
わ
れ
奈
良
の
大
仏
、
宇

佐
神
宮
の
神
鏡
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ

る
。
細
川
忠
興
の
豊
前
入
国
（
１
６
０
０
年
）

後
か
ら
は
採
銅
所
、
隣
接
の
企
救
郡
呼
野
（
現

北
九
州
市
小
倉
南
区
）
で
の
金
山
開
発
を
始
め

た
。
呼
野
に
は
約
１
０
０
０
人
、
採
銅
所
に
は

約
３
０
０
人
が
砂
金
の
堀
子
に
従
事
し
て
い
た
、

と
さ
れ
る
。
加
え
て
１
６
２
４
年
（
元
和
10
年
）、

２
代
目
藩
主
忠
利
が
香
春
で
の
新
銭
鋳
造
を
命

じ
たこ

の
時
代
、
一
般
的
に
は
中
国
か
ら
輸
入
の
永

楽
銭
が
使
わ
れ
て
い
た
。
だ
が
細
川
藩
は
財
政
が

逼
迫
、
借
財
に
苦
し
ん
で
い
た
。
金
山
開
発
、

新
銭
鋳
造
は
こ
れ
を
補
う
策
。
幕
府
が
寛
永
通

宝
を
鋳
造
し
て
幣
制
の
全
国
統
一
を
始
め
た
１
６

３
６
年
（
寛
永
13
年
）
よ
り
10
年
も
前
の
措
置
。

専
門
家
は
「
５
、
６
年
の
短
期
間
で
頓
挫
し
た

も
の
の
幕
府
に
先
立
つ
大
名
領
主
の
本
格
的
な

鋳
銭
事
業
と
し
て
歴
史
的
意
義
が
あ
る
と
注
目

さ
れ
て
い
る
」
と
言
う
。

香
春
の
歴
史
、
鉱
山
開
発
に
つ
い
て
福
田
隆

太
郎
・
香
春
町
郷
土
史
会
長
は
「
香
春
で
の
鉱

山
開
発
は
３
世
紀
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
渡
来
人

が
銅
を
発
見
し
た
の
が
始
ま
り
と
言
い
ま
す
。

以
後
、古
代
官
道
を
利
し
て
鉱
山
以
外
で
も
華
々

し
い
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
。
今
は
残
骸
し
か
残
っ

て
い
な
い
が
、
今
後
は
新
し
い
産
業
道
路
の
開
発

な
ど
に
よ
っ
て
、
観
光
面
な
ど
に
期
待
し
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

シ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ 

村
田
和
夫

石灰岩採掘で山頂が削られ
半分の高さになった香春岳一ノ岳

今
回
の
歴
史
文
化
塾
は
感
染
予
防
の
た
め

中
止
致
し
ま
す
。

細川興秋が18年間住職として
住まっていた不可思議山明善寺

細川藤孝（幽斎）を祀る高座石寺の五輪塔
藤孝の４男（忠興の弟）で同寺を居館としていた細川
孝之が建立した

※�

「
北
九
州
歴
史
文
化
遺
産
」
第
52
回
の
記
事
で
、

空
を
飛
ぶ
少
年
の
夢
　
八
頭
良
一
と
し
て
い
る

の
は
矢
頭
良
一
の
間
違
い
で
す
。
お
詫
び
し
訂

正
し
ま
す
。


